
市報たく　2014.113

書道部市交際費の支出状況
▶平成２５年度１１月分

■問い合わせ  総務課 秘書係 ☎75−2115

◎詳細は市のホームページに掲載しています。

支出種別 区分 件数 金額（円）

弔　慰 今月分
累　計

3
34

15，000
121，600

見舞い 今月分
累　計

0
2

0
20，000

御　祝 今月分
累　計

4
42

45，255
215，825

賛　助 今月分
累　計

1
3

4，500
14，500

激励金 今月分
累　計

0
0

0
0

接　遇 今月分
累　計

3
54

12，675
135，493

会　費 今月分
累　計

3
25

15，000
142，500

その他 今月分
累　計

0
2

0
6，510

合　計 今月分
累　計

14
162

92，430
656，428
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佐賀県立多久高等学校の旬な話題などをご紹介します。

　書道部は部員10人（ 2 年 7 人、
1 年 3 人）。部長の古

ふる

川
かわ

知
ち

緩
ひろ

さん
が部員をまとめます。
　活動内容は、 7 月の「佐賀県
高等学校席書大会」、10月の「読
売学生書道展」、 1 月の「佐賀県
高校臨書展」に出品しています。
　練習は水曜日と金曜日の週に 2 日。外部講師の佐

さ

々
さ

木
き

侑
ゆう

子
こ

先生
が指導します。顧問の古

こ

賀
が

幸
ゆき

江
え

先生は「自主的に動けるよう、で
きるだけ生徒に任せています」と活動方針を話しました。部員た
ちは、和やかな雰囲気の中、黙々と練習に取り組んでいました。

　今月号表紙の「迎春」を古川部長、「謹」を永
なが

渕
ふち

美
み

和
わ

さん、「賀」を堀
ほり

内
うち

琴
こと

音
ね

さん、「新」を川
かわ

田
た

奈
な

津
つ

美
み

さん、「年」を山
やま

田
だ

於
あ

可
か

子
ね

さんが書いてくれました。
　今年は飛躍の年となるよう頑張ってください！

■問い合わせ  佐賀県立多久高等学校　☎75−3191

▲練習中は「無心」
で取り組んでいます

◀

真
剣
な
眼
差
し
で

「
迎
春
」
を
書
く
部
長
の

古
川
さ
ん

◀

佐
々
木
先
生
の
熱
血
指

導
を
受
け
る
様
子

多
久
高
校
創
立
５0
周
年

　

多
久
高
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
11

月
16
日
に
多
久
高
校
体
育
館
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

学
校
長
の
式
辞
で
は
小こ

池い
け

雅ま
さ

文ふ
み

校
長
が

「
こ
れ
ま
で
来
れ
た
の
も
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
工
業
高
校
と
し
て

39
年
間
8
2
１
１
人
の
卒
業
生
を
輩
出
。

多
久
工
業
高
校
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま

す
。
平
成
14
年
に
6
系
列
の
学
科
を
も
っ

た
、
総
合
学
科
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。
総
合
学
科
の
持
つ
良
さ

を
大
切
に
し
、
生
徒
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ

い
さ
つ
を
副
教
育
長
大お

お

坪つ
ぼ

広ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん
が
代

読
さ
れ
、教
育
後
援
会
名
誉
会
長
と
し
て
、

横
尾
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ
で
は
吉よ

し

野の

富と
み

夫お

さ
ん
が
「
体
育
の
授
業
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

石
拾
い
で
し
た
。
誰
一
人
苦
口
を
言
わ
ず

母
校
の
た
め
に
頑
張
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
同
窓
会
会
員
も
一
致
団
結
し
て
行
動

し
て
い
き
た
い
。
母
校
発
展
の
た
め
に
尽

力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
言
葉
で
は
、
生
徒
会
長
の

百も
も

崎さ
き

裕ゆ
う

介す
け

さ
ん
が
「
伝
統
を
引
き
継
ぐ
に

は
、
在
校
生
や
未
来
の
多
久
高
生
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
母
校
を
誇
り
と
し
、
後

輩
達
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
歴
代
の
4
人
の
校
長
に
対

し
、
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
在
校
生
に
よ
る
「
太
極
功
夫

扇
」
の
披
露
や
「
50
年
の
歩
み
」
と
題
し

て
生
徒
制
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
総
合
学

科
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
・
合
唱
で
は
、
「
多
久
高
校

校
歌
」「
多
久
工
業
高
校
校
歌
」「
旅
立
ち

の
日
に
」
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
式
典

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

◀ �

国歌斉唱や校歌斉唱など、吹奏楽部の生演
奏で式典を盛り上げました。

◀�第３回卒の鳥
とり

越
ごえ

宜
よし

憲
のり

さんと第１０回卒の
鳥
とり

越
ごえ

達
たつ

生
お

さんご兄弟。一緒に写る生徒
は多久に住む長男のお孫さん。久しぶ
りの再会という場面もありました。

◀ �

式辞を述べる
小池校長

▲吉野同窓会会長
▲感謝状を贈呈される
　荒巻前校長

▲百崎生徒会長▲校歌斉唱・合唱の様子


